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HaRP事業の成果

１．日露大学間交流の促進に資するプラット
フォームの構築と日露大学協会加盟校の
量的拡大

２．日露間の人的交流の拡大と質の保証を
伴う共同教育プログラム発展に向けての
議論の進展

３．日露の学生間、教員間の学術交流、情報
交換の活発化

４．専門人材育成における産官学連携の
進展
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プラットフォームの構築
北海道大学と新潟大学が、これまでの日露交流の実績を生かし、

日露経済協力プランに貢献する人材を持続的に育成するモデル形成事業

＜①－⑧は８項目の日露経済協力プランに基づく＞
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各専門セクション間の交流

日露人材交流委員会
・日露大学間の交流の拡大と発展に資する人材育成のため
の学生交流の支援

・日露大学間の単位互換及び学位認定等の教育制度の調

整にかかる検討

・日露大学協会と連携した日露大学間の交流促進

専門セクション運営委員会
・専門教育を行う８つの専門セクション
・新規専門セクションも設立可能

・委員会には若手教員が積極的に参加 など

各専門セクション間の交流
・各専門セクション間での相互教育による総合的な職能育成

＜HaRP事業全体＞
日露大学間の学術交流・共同専門教育プログラムの推進
・日露大学協会・学術交流セミナー等の運営

・日露の学生活動の支援

・セントラルオフィスによる事業の情報公開

・各機関の好事例の情報収集・発信 など

・RJE3*事業の継続および基盤を生かした日露間事業発展
・産業界、自治体等を含む北海道地域コンソーシアム

・G-MedEX*事業を基盤とする日露間事業展開
・産業界、自治体等を含む新潟地域コンソーシアム

連携

＊平成26年度に採択された「大学の世界展開力強化事業」
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日露大学協会の設立と運営ー総会ー

平成２８(2016)年１２月
日露首脳会談に合わせ，日露大学協会設立了解覚書を締結
（日露学長会議参加大学を中心に，日露それぞれ２１校（合計４２校））

平成２８(2016)年１０月
第６回 日露学長会議で採択されたコミュニケにおいて，大学協会設立
に向けて日露で協働することを明記

平成２９(2017)年１２月
日露大学協会日本側運営委員会の開催
（大学の世界展開力強化事業(タイプＢ）採択大学が幹事大学となることについて合意）

平成３０(2018)年５月 （＠北海道大学）
第１回 日露大学協会総会(第7回 日露学長会議)開催

日本とロシアの高等教育機関における大学間交流の推進、
学生交流の増加などを目的とした組織

令和元(2019)年９月 （＠モスクワ国立大学）
第２回 日露大学協会総会(第8回 日露学長会議)開催

協会加盟校:日露各25,計50校
参加校数: 32 (日21/露11校)

協会加盟校:日露各27,計54校
参加校数:41(日20/露21校)

令和３(2021)年９月 （オンライン開催，新潟大学主催）
第３回 日露大学協会総会(第9回 日露学長会議)開催

協会加盟校:日30/露33,計63校
参加校数: 55 (日29/露26校)

＜平成29年3月－10月大学の世界展開力強化事業公募－採択＞
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人材交流委員会の活動

開催実績 日時 内容
第１回※ 2019年2月28日 理想的かつ現実的な単位互換制度の具体案をガイドライ

ン」を作成することを目標と設定
第２回 2019年6月12日 単位互換の状況についてアンケート実施
第３回※ 2019年9月24日 モスクワ国立大学，アルタイ国立大学から，ロシアの大学に

おける教育制度について発表
第４回※ 2020年1月30日 教育の質を保ちながら単位互換を行うための検討
第５回 2020年11月6日 ガイドラインの目次案の検討およびロシアにおける国際共同

教育制度の調査を実施
第６回 2021年1月20日 ガイドラインの検討
第７回 2021年6月30日 ガイドラインの検討
第８回※ 2021年9月7日 ロシア側大学へのガイドラインに関する意見照会

目 的：日露大学間の単位互換及び学位認定等の教育制度の調整にかかる検討など
活動内容：日露間の学生交流にかかる「優れた取り組み」の共有と発信，

大学間の単位認定及び学位授与制度の比較検討，など
構 成 員：日本国内の８大学８名の幹事委員と１２大学１２名の委員

2022年3月に「日露大学間における共同教育プログラム構築のためのガイドブック」完成予定

※ロシア側大学は構成員ではないが，※の回ではロシア側大学の関係者を招待
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●総会開催時に日露学生フォーラムを実施し学生交流の発展に
貢献（参加学生数の増加：第1回 34名 第2回 57名 第3回 100名）

学生間、教員間の学術交流、情報交換の活発化

開催日時 学術交流の事例（第２回総会（2019年9月）以降） 参加者数 主催機関
2020年
9月25日

円卓会議「日露の大学‧企業‧地方自治体間のパートナー
シップ

130人 アルタイ国立大学, 
北海道大学

2020年
12月11日

Global ecosystem and environmental changes 
in the Arctic

30人 モスクワ国立大学

2021年
5月20日

円卓会議「ロシア語通訳・翻訳家養成及び語学教育にお
ける日露連携」

80人 サンクトペテルブルク
国立大学, 
北海道大学

2021年
6月21日

医療学術フォーラム 50人 モスクワ国立大学，
新潟大学

2021年
9月14日

-15日

日露大学協会総会 学術フォーラム
ｰ 医学教育
ｰ SDGs （持続可能な地域開発・国際協力・北極圏の
環境保護／先住民族の言語と文化／子どもの健康と成
長／生態系モニタリング）

250人
以上

モスクワ国立大学，
新潟大学,
北海道大学

●総会開催時の学術フォーラムに加え，継続的な学術交流行
事を実施し，日露学術交流を推進
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専門セクション
参画者
数 専門セクション参画大学 【計：２７大学】

①医療健康 8
新潟大学（リーダー校）、筑波大学、金沢大学、長崎大学、
東海大学、福島県立医科大学、鳥取大学、北海道大学
【８大学】

②都市づくり 8 北海道大学（リーダー校）、東京大学、新潟大学、長岡科
学技術大学、札幌市立大学【５大学】

③中小企業交流 4 北海道大学（リーダー校）、金沢大学、創価大学、大阪大
学【４大学】

④SDGs：環境・資源

開発・多文化教育 17 北海道大学（リーダー校）、東北大学、金沢大学、東海大
学、神戸市外国語大学、室蘭工業大学【６大学】

⑤産業多様化促進 7 北海道大学（リーダー校）、小樽商科大学、札幌大谷大学
【３大学】

⑥極東の産業振興 11 新潟大学（リーダー校）、北海道大学、千葉大学、金沢大
学、小樽商科大学、大阪大学、東京農業大学【７大学】

⑦先端技術協力 10 金沢大学（リーダー校）、北海道大学、東京工業大学、東
海大学、近畿大学、室蘭工業大学、大阪大学【７大学】

⑧言語・文化・観光 21

北海道大学（リーダー校）、東北大学、東京外国語大学、
新潟大学、大阪大学、神戸市外国語大学、東海大学、上智
大学、創価大学、神戸学院大学、小樽商科大学、札幌市立
大学、札幌大学、はこだて未来大学【１４大学】

専門セクション参画者・大学数 8



専門セクションの活動・情報発信活動

産官学連携実務者会議
 第1回：2019年2月28日（東京, 98名参加）
 第2回：2020年1月31日（東京, 163名参加）
 第3回：2021年1月27日（オンライン, 185名参加）

・複数セクションによる分野融合的なイベントの実施
・各大学の人材育成活動への支援【8件】
・各大学・機関による活動の情報発信

・専門教育
・企業インターンシップ
・セミナー・シンポジウム の実施

各大学

ウェブサイトによる情報発信

(2020年9月
北東連邦大学との共催によるオンライン寒冷地セミナー)

2021年度
(1月時点)：

イベント案内
約40件

イベント報告
約20件
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HaRP事業補助事業期間（2017-2021年度）後の機能
プラットフォーム運営

日露大学協会総会・
学長会議・

学生フォーラム

８項目の日露協力プラン
に資する人材育成活動

■専門セクション
（①~⑧）

■人材交流委員会・
学生連盟

（⑨人的交流）

HaRPウェブサイト等における情報発信を継続

：各機関の取組や関連官公庁・自治体・企業等主催
のイベント等

北海道大学にて事務局機能を維持

＋日本留学海外拠点連携推進事業・北海道大学モスクワオフィスの活用

・北海道大学にて協会日本側幹事校の役割を維持

・総会・学生フォーラムの運営

（モスクワ大との調整を含む）

専門セクションに参画している各大学教員による持続的

な専門人材育成活動

① 医療健康 （新潟大学 他）
② 都市づくり （北海道大学 他）
③ 中小企業交流 （北海道大学 他）
④ SDGs：環境・資源開発・多文化教育 （北海道大学 他）
⑤ 産業多様化促進 （北海道大学 他）
⑥ 極東の産業振興 （新潟大学 他）
⑦ 先端技術協力 （金沢大学 他）
⑧ 言語・文化・観光 （北海道大学 他）

各大学の世界展開力後継事業の取組

日露学生連盟組織維持への支援

・次回総会(2023年
秋?)の調整
・日本開催時のホス
ト校の調整
・日本開催時の開催
経費実費負担につ
き，加盟校にご協
力を依頼

＜今後の計画＞

＜今後の計画＞
・事務局にて情報発
信すべき情報を収集

・関係機関に活動実
績や関連情報の提
供を依頼 (年数回）

・ウェブサイトの他、総
会などの機会を活用
して情報共有
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ご清聴、ありがとうございました

北海道大学札幌キャンパスの四季

2021年9月 第３回 日露大学協会総会におけるコミュニケの採択
（左上より：寶金北海道大学総長，サドーヴニチィモスクワ国立大学学長，牛木新潟大学学長）
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